
人材（確保・研修）

初期支援・コースデザイン（子ども）

場所・機会（ハード）

市の施策の方向性

相互理解

１．湖西市の日本語教育に対するビジョンの示し方

２．〇〇〇がいないこと

３．日本語支援者に対する支援の検討

４．若者世代の日本語支援への取り込み

６．湖西市民のための「生活Can Do」の検討

７．子どもの初期支援の仕組みが充分でない

８．教育委員会の関わり

９．日本語ゼロの高校生年代未就学外国人の居場所

10.教育実践する教室等の場所や機会が少ない

２．日本語教育コーディネーターがいないこと

６．湖西市の子どものための「〇〇〇〇」の検討
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